
《講演》 13:00-14:30
セッションⅠ：食品のテクスチャと口腔機能 座長：金髙 弘恭

①ゼラチンゲルの物性とその制御
東北大学大学院農学研究科 石川大太郎 准教授、藤井智幸 教授

②口腔のテクスチャー感受性と咀嚼
田中恭恵 東北大学大学院歯学研究科 助教

セッションⅡ：食品と微生物 座長：庄子真樹

①出芽酵母のストレス耐性遺伝子HKR1の特殊な発現制御機構
今藤俊宏 宮城大学食産業学群 大学院生

②細菌代謝産物「酪酸」がヒトの健康に及ぼす影響 –口腔内と腸内では異なるそのイメージ-

大谷栄毅 東北大学病院 医員

セッションⅢ：食（栄養）と健康 座長：仲川清隆

① 咬合による力学刺激の重要性：噛むことによる神経発達と維持の分子基盤

高橋 かおり 東北大学大学院歯学研究科 助教
②生活習慣病予防に資する食用植物成分の探索

服部浩之 東北大学大学院農学研究科 助教

《グループディスカッション》 14:30-15:00
各セッションの座長をファシリテーターとしたディスカッション

主催 : 東北大学大学院歯学研究科・農学研究科, 宮城大学

『革新的食学拠点』
令和５年度第1回合同ミーティング

日時 : 2023年6月12日（月） 13：00-15：00
オンライン開催（Zoom meeting）

https://us02web.zoom.us/j/88974534476?pwd=QjlXcFJHVDZycjdmSHMvNjZ2amdWQT09

本ミーティングは、研究情報の共有を通じ、研究ニーズ・シーズマッチ
ングを加速し、研究者皆さんの研究展開支援を目的としております。

お問合せ先：歯学イノベーションリエゾンセンター異分野共創部門
Email：kanetaka@dent.tohoku.ac.jp        
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